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�【新潟県済生会三条病院】

病床数：１９９床〒９５５－８５１１　新潟県三条市大野畑６－１８住　　 所

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、小児科、外科、消化器外科、乳腺外科、肛門外科、整形外科、皮膚
科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線科、泌尿器科、緩和ケア内科、リハビリテーション科、麻酔科、 
歯科、歯科口腔外科

診療科目

連絡先担当者名：山�　知洋（総務課長）連絡先：総務課　soumuka ＠ saisanhp.com
　　　　０２５６－３３－１５５１（代表）坂内　　均（病院長）研修責任者名

・新潟大学臨床研修病院群研修プログラム採用
平成２３年度：０人、２４年度：０人、２５年度：０人、２６年度：０人、２７年度：０人、２８年度：０人、２９年度：０人、３０年度： 
０人、令和元年度：０人、２年度：０人

新臨床研修
医指導実績

学会認定指導医数学会認定専門医数研修受け入れ可能診療科※

内科１人、泌尿器科１人内科５人、外科１人、小児科１人、産婦人科２
人、泌尿器科１人

必修：内科、外科、小児科、産婦人科
選択必修：泌尿器科、麻酔科

施設の概説・特徴

　当院は我が国最大の社会福祉法人である済生会の全国８０以上ある病院のひとつであり、三条市の国道８号線三条大橋のたもとにある許
可病床数１９９ 床の病院である。訪問看護ステーション、附属保育園、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム等を併設し、保健・医療・介
護・福祉の総合的なサービスを提供している。社会福祉法人として無料・低額診療事業をはじめとする社会福祉事業を行い、災害拠点病院
の指定も受け、２３年度にはDMAT も編成し、公的医療機関として県央地域の中核的施設にふさわしく設備を充実させて診療を行っている。
　常勤医師１７名を含め、３７０名の職員が勤務し、一日平均４２６人の外来患者と１３９人の入院患者の診療に当たっている。産婦人科２名、小児
科常勤医を３名配置し、県央地域の周産期医療・小児医療の中心的役割を担っている。常勤麻酔医もおり、大手術も数多く施行している。
　特に腹腔鏡下手術は外科・婦人科で積極的に施行している。平成２５年に透析室を新築増床。平成２６年に地域包括ケア病床開設し、地域
医療にも力を入れている。

研修受け入れ可能診療科の説明

内科：一日平均２２２人の外来患者と１０２人の入院患者の診療を行っている。呼吸器科は喘息、肺炎、肺気腫、陳旧性肺結核など頻度の高い疾
患の診療を行っている。腎臓内科は透析ベッド４０床を有し血液透析を行っている。消化器内科は年間２,２３５件の上部消化管や１,２２６件の下部
消化管の内視鏡検査及び治療を行い、また、超音波内視鏡（EUS）により診断精度を上げている。
外科◆：専門は消化器一般外科で年間手術件数は１１１件。胃癌、結腸・直腸癌、乳癌などに対する手術やイレウス、虫垂炎、ヘルニア、痔
疾に対する手術、胃癌、大腸癌、胆嚢結石に対する腹腔鏡下での手術も行っている。
泌尿器科：尿路結石、膀胱腫瘍、前立腺肥大症などに対する手術を行っている。尿路結石の治療に必要とされる器械がそろっている。年間
手術件数は４１２件。
小児科：小児科は３人の医師で小児疾患全般にわたり幅広く診療を行っている。一日平均３６人の外来患児と４人の入院患児の診療を行っ
ている。
産婦人科：２人の産婦人科専門医で年間２７７件の分娩と３９４件の手術を行い、特に腹腔鏡下での子宮外妊娠手術、子宮筋腫核出術、腹腔鏡併
用膣式子宮全摘出術、子宮鏡下子宮筋腫摘出術、腹腔鏡下子宮附属器腫瘍摘出術等も行っている。

研修の概説と特徴

　当院では内科８週間または１６週間、小児科６週間、産婦人科６週間、選択の診療科１６週間または８週間の研修を行う。外来診療、病棟回
診、検査、手術への研修医の関わり方や症例検討会などの開催状況に関しては各診療科により異なる。

研修医の当直

　研修１年目では研修中の診療科指導医が当直の時に、月１～２回（回数に関しては各診療科により異なる）一緒に当直し、診療の見学や
補助を行いながら指導を受ける。研修２年目では一人で当直（月０～３回）を行うが、必要があればいつでも研修中の診療科指導医や他科
の指導医に協力を依頼し、アドバイスや指導を受けることができる。

処　　　　遇

●給与：１年次（月額基本給）３８０,０００円（諸手当）通勤・超勤手当支給、日当直手当月額２０,０００円
　　　　２年次（月額基本給）４１０,０００円（諸手当）通勤・超勤手当支給、日当直手当月額４０,０００円
　　　　※諸手当：日当直手当・通勤手当、超過勤務手当を支給
●食事：昼食は院内レストラン、レストランから弁当の出前、弁当宅配、売店、外食が可能。夕食は外食又は事前の用意が必要。
●宿舎：借り上げ宿舎あり（自己負担２７,０００円）、個人準備　住居手当あり（上限２７,０００円）　※どちらでも可能
●居室：研修医専用室。
●図書・文献：各領域の主要学会誌の用意あり。
●インターネット環境：インターネット２４時間使用可。各自の机から接続可能。

※「必修」、「選択必修」で掲載されている診療科は、「自由選択」でも研修可能です。
※上記の診療件数は令和２年度実績です。
◆令和４年度当院での外科（必修）担当科の１つであり、研修の際は、基本的な外科手技と全身麻酔手術時の周術期全身管理能力を修得する。
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